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衆議院議員 かめい善太郎
活動ニュース

国政活動レポート

2008年１月号

平素は、かめい善太郎に温かいご指導、ご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。
かめい善太郎の国政活動レポートを送付致します。関係の皆さまに、ご回付いただきますよう、お願い申し上げます。

政策コラム ： 日々の活動の中でかめい善太郎が考えたこと、思うこと

厳しい危機感をもって、新しい年の政治に臨む／2008年頭によせて

2008年の初春を心よりお慶び申し上げます。
旧年中は、多くの皆さまにご指導、ご支援を頂きましたこと、心より御礼
申し上げます。

初日の出を伊勢原市大山の麓で、伊勢原の皆さんと共に迎えました。
素晴らしい初日の出と朝日に輝く大山の姿に心から感動しました。

昨年は政治家として初めての１年。ぐるりと一巡です。
税制改正を含めた予算編成で年を明けました。国会での質問デビュー
は、「金融機関に対する公的資金の検証」と「中小・零細企業にとって使
える金融制度」について。 自分の言葉で、政策の構造を明らかにする
こと、そして、じっさいに現場で起きている、そのリアリティを忘れないこと。あっという間の30分でした。

徹夜国会もありました。 合理的でない、形式的な国会運営によって、大事な税金を無駄に使ってしまっている。
そんな現実を直視することもありました。
党利党略によるスキャンダル暴露国会ではなく、国民の生活や命に直結する予算や税制をもっときちんと議論する。
本当の意味で「立法の府：国会」の意義をしっかり果たさなければならないと肝に銘じました。

永田町が国民の意識と乖離してしまっているのではないか？ そんなことを思うこともしばしばありました。
あたりまえのことですが、「皆さんの声に謙虚に耳を傾けること」を忘れないことが最も大切なことだとも感じました。
突然の総理の辞任、そのあとの総裁選。 自らの選挙区での予備選挙については、いろいろご意見・ご批判を頂きま
したが、今でも、実施してよかったと考えています。
そんな行動から出てきたのが「全世帯アンケート」でした。小さな一歩かもしれませんけど、「政治は国民とともにあ
る」をカタチにする大きな一歩に育てていきたいと思います。

「年金制度の抜本改革」もっとも力を注いだ政策です。
１年生が声をかけたって何も進まない。それが今までの永田町の常識でした。
参院選挙後に声掛けをさせていただき、多くの先輩・同僚議員に集まっていただき政策勉強会が始まりました。
従来のような官僚丸抱えの政策勉強会ではなく、本当にあるべき年金制度を責任をもって、検討してきました。
「反省」という言葉を知らない厚労省の官僚には任せておけないことも明らかになりました。先日は、専門家から、こ
の勉強会が、与野党を通じて、もっとも精緻に検討を重ねているとのお墨付きを頂くこともできました。
すべての国民にとって最も身近な政策である年金制度を、もっとわかりやすく、もっと公平にしなければいけません。
まさに抜本改革の大きな絵をしっかりと描いていきたいと思います。

自分は政治家として、皆さんの声に応えることができているだろうか？ 日々、自問自答しながら駆け抜けてきました。

１年振り返って思うのは、「今年は、もっと『ものわかりの悪い』政治家として、やりぬこう。」ということです。
頭が良いふりをして、わかったふりをする。性格が良いふりをして、わかったふりをする。
それで、物事を追及しなくなってしまったのでは、この国は変わりません。
税金の無駄遣いも、年金制度の不備も、政治家がものわかりの良すぎるが故に起きてしまったことです。
官僚の独走・暴走を許さないためにも、政治と官僚との緊張関係をしっかりと作っておくことが大切です。
国民の立場にたった政治のために、愚直に、『ものわかりの悪い』政治家に徹していきたいと思います。

この国には数々の課題があります。課題を解決し、明るい未来を信じることができるようにするのが政治の務めです。
「政治が国民と共にある」ために、そして、何より「すべての国民に明るさと温もりが届く国」をつくるため、厳しい危機
感をもって、政治に臨んでいく所存です。

たくさんの方と接し、たくさんのお話をさせていただきました。そして、たくさんのご示唆や励ましをいただきました。
皆さんのご示唆や励ましによって、最初の１年を乗り越えることができました。
あらためて皆さまのご厚情に心より感謝申し上げると共に、今年も引き続きのご指導をお願い申し上げます。

かめい善太郎ホームページもご覧いただければ幸いです。 ご覧いただくには、検索エンジンで「かめい善太郎」と検索ください。

編集・発行： かめい善太郎事務所

新年は大山で初日の出、伊勢原の皆さんと


